
後藤　起業やスタートアップ企業への
就職は選択肢の 1つではあると思いま
す。ただし，生存バイアスの世界であ
ることを忘れてはなりませんし，起業
するのとスタートアップに就職するの
は全く別です。
鎌形　インターンを希望する医学生も
増えていますよね。特に都市部の医学
生を見ていると，意識が大きく変わっ
ている印象です。
後藤　医療 DXといった医療現場以外
で医師が社会貢献できることに気がつ
いて，興味を持つ人が増えているので
しょう。医療業界全体の停滞感も相ま
って，「新しいことを始めなければ」と
切迫感を抱いているようにも見えます。
鎌形　やりたいことが明確なら，すぐに
起業すれば良いと思います。けれども何
となくかっこいいかもという雰囲気や，
現状からの逃避で起業や転職をするの
は止めておいたほうが無難でしょう。
後藤　医学生や若手医師から起業した
いと相談を受けることもあるのではな
いですか。
鎌形　ええ。そうした方々には専門医
資格の取得の推奨や，開業医や勤務医
としてある程度収入を維持しながら，
自分の事業アイデアの検証を進めるべ
きだとアドバイスしています。大事な
ことは，特に起業前後には経済的な守
りを固めながら戦うことです。
後藤　同感です。今後どうなるかわか
りませんが，起業を支援する大学も現
れてきました。ただ起業自体は，臨床
医でなくてもできることです。臨床医
だからこそのニーズを見つけて起業す
るほうが成功しやすいですし，面白い
のではないかと感じています。もちろ
ん，そうでなくても大成功するスター
トアップはありますが，それはごく一
部で , 一般的な医師の感覚を持ってい
ると逆に厳しいかもしれません。

どんな未来が訪れても生き残
れる実力を

後藤　これからの医学・医療の未来を
担う若手に，最後に伝えたいことはあ
るでしょうか。
矢吹　エールを送りたいのは現時点で
進路に迷っている方です。目標が明確
で自分の道を突き進んでいる人がキラ
キラして見えたり，羨ましく感じたり，
影響を受けたりすることもあるでしょ
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国内外の心肺蘇生のガイドライン作成や市民
への心肺蘇生の普及に従事している。

　心臓突然死を予防したい。心臓突然
死で大切な人を亡くす家族・友人の悲
しみを減らしたい。そんな思いから日
本循環器学会救急啓発部会は，「市民
意識の向上による心臓突然死減少への
アプローチ」と題するステートメント
を日本語，英語の両言語で発表しまし
た 1, 2）。医療が進歩した現在において
も，心停止はいったん起こってしまう
と救命が極めて難しい現実がありま
す。一方で救える命も確実に存在しま
す。例えば「前兆に気づき早く受診す
る」「AEDを使える環境と人を増やす」
「居合わせた市民が心肺蘇生を行う」
といった備えと行動です。
　本ステートメントは，心臓突然死の
予防と対応に関する取り組みを，①国
内外のエビデンス，②地域や現場での
具体的な実践例，③政策への提言，④
今後の課題という 4つの柱で構成さ
れ，「自分でできる行動」を皆さんが
見つけられるようにしています。
　本ステートメントは全 7章から成り
ます。ポイントは図および下記に示す
通りです。

第 1章　ステートメント作成の背景
第 2章　 急性冠症候群による心停止の前

駆症状と受診の促進，心筋梗塞
予防キャンペーン（STOP MI）
の紹介，致死性不整脈による心
臓突然死の予防

第 3章　市民への心肺蘇生教育
第 4章　 学校で発生する心停止への備え

としての児童生徒や教職員への
BLS教育，心臓検診，緊急対応
計画（EAP）策定

第 5章　 スポーツ現場における心停止対
応

第 6章　 市民の救命行動を支援するデジ
タル技術を活用した AED搬送
アプリなど新たな仕組み

第 7章　 客観的データと評価に基づく改
善および今後の政策立案

　どの章にも共通していることは，「心

臓突然死を予防する主役は市民，医療
者だけでは救えない」というメッセージ
です。市民が前駆症状に気づき受診行
動につなげられるよう，目の前の患者や
その家族に対してわかりやすく情報を
伝えることは，医療者に求められる大切
な役割です。さらに病院の外にも目を
向け，市民が命をつなぐ役割を果たせ
るよう地域や学校，職場で心肺蘇生や
AEDを使える人を育てる取り組みを
支援し，正しい知識を社会全体に広げ
命を守る文化を築いていくことも医療
者に求められている重要な役割です。
　日本語版は平易な表現とイラスト
で，循環器専門医だけでなく，看護師，
救急隊員，保健師，教員，行政職，ス
ポーツ関係者，そして市民にも読みや
すく工夫されています。「自分にでき
ることはあるだろうか」と思った方，
さあ今すぐ携帯を取り出して QRコー
ドからステートメントを
ご一読ください。あなた
の行動が大切な命を守る
一歩につながります。
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●図　心臓突然死を減らすための取り組み（制作：日本循環器学会救急啓発部会）

う。私自身もそのタイプの医師でした
ので，痛いほど気持ちがわかります。
そうした方々には，「自分探すな，職
探せ」という，恩師である尾藤誠司先
生（野村病院）の言葉を贈りたいです。
「自分のやりたいことは何だろう」「本
当に合うものは何だろう」と自分探し
を始めても混迷を極めてしまいます。
そういう時は，とりあえず目の前のこ
とに真摯に取り組み，その中でやりた
いことを見いだせばいいのです。
鎌形　「箱から飛び出してもいいんだ
よ」と伝えたいです。分野の枠組みを
飛び越えるのに，臆病になる必要はあ
りません。日本から飛び出すという選
択肢もあります。あまり枠組みにとら
われずチャレンジしてください。
三澤　保険診療は現状のままではいず
れ限界を迎えるでしょう。一方で「ヘ
ルスケア」という視点でとらえれば，そ
の可能性は無限です。この広大な領域
で活躍する上で，医師としての知識や資
格は強力な武器になります。どんな未
来が訪れても生き残れる実力を身につ
け選択肢を広げておくことが，今の若
手にとっては重要です。アカデミアは，
そのための準備や土台づくりに適した
環境です。未来がどう変わろうとも，人
が健やかに幸せに生きたいと願う気持
ちはなくなりません。つまり私たち医
師へのニーズは必ずあります。私の医
局では，そうした未来に備えたキャリ
アサポートができればと考えています。
後藤　自分が楽しいと思うこと，やり
がいのあることを大切にしてほしいで
す。その軸を失うと，「自分の人生は
何だったのだろう」という後悔につな
がります。そして医師免許を取得した
からには，医師にしかできない臨床に
一度は真摯に取り組み，できるならば
専門医を取得するステップを踏んでほ
しいと思います。臨床を離れた今，余
計にそう感じます。その先の人生は，
自分の興味のある分野に進めば良いで
すし，時には，なるようにしかならな
いと割り切ることも大切でしょう。将
来の医学・医療の未来を担う皆さんを
応援しています。 （了）
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